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■ 

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
新
た
な
観
光
資
源

　

10
月
３
日
（
土
）
仁
田
子
の
古

民
家
交
流
拠
点
施
設
が
オ
ー
プ
ン

し
、
古
民
家
の
趣
を
感
じ
な
が
ら

甲
佐
の
食
材
を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
ン
チ
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ

ン
「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
サ
ン
ヴ
ィ
ー

ト
」
は
町
内
外
か
ら
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
町
が
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
旧
西
村
民
俗
資
料
館
を
、

町
内
外
の
住
民
な
ど
と
共
に
「
こ

う
さ
て
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
改
修
し
た

も
の
。
１
棟
貸
し
の
宿
泊
所
や
古

民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
利
用
で
き
る
多

目
的
交
流
ス
ペ
ー
ス
か
ら
な
る
交

流
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
地
元

の
若
者
ら
で
つ
く
る
一
般
社
団
法

人
パ
レ
ッ
ト
（
大
滝
祐
輔
代
表
）

が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
サ
ン
ヴ
ィ
ー

ト
」
で
は
、
11
月
14
日
よ
り
デ
ィ

ナ
ー
コ
ー
ス
も
ご
予
約
を
承
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 

古
民
家
で
暮
ら
す
よ
う
に

泊
ま
る
古
く
て
新
し
い
宿
屋

　
「
宿
屋kugurido

（
ク
グ
リ

ド
）」
で
は
、
調
理
器
具
や
食
器

類
も
備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
商

店
街
な
ど
で
購
入
し
た
甲
佐
の
食

材
を
自
ら
調
理
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
町
内

を
散
策
し
て
お
店
探
し
を
す
る
も

よ
し
。
甲
佐
で
の
暮
ら
し
を
検
討

し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
移
住

体
験
が
で
き
る
宿
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　甲佐の歴史と人をつなぐ古くて新しい場所―

　　  古民家を利活用した交流拠点がオープン！

町では、当施設を訪れる皆さんに

地域を回遊してもらうための観光

案内マップを設置するなど本町の

魅力発信を行っていきます。

新 た な 観 光 情 報

発 信 の 場 と し て

町地域振興課

吉川 英徳 係長

（一社）パレットでは、宿泊施設な

どの運営を通して、訪れた人に甲

佐の魅力を知ってもらい、町のに

ぎわい創出につなげていきます。

甲 佐 の に ぎ わ い

創 出 の き っ か け に

（一社）パレット

大滝 祐輔 代表理事
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❖特集・古民家交流拠点施設

甲 佐 に 新 し い 交 流 拠 点 施 設 を ―
「こうさてんプロジェクト」について

■ 

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
古
民
家

を
新
た
な
資
源
に

　

教
育
者
で
あ
り
、
思
想
家
と
し

て
世
に
名
を
残
す
西
村
展
蔵
氏
が

暮
ら
し
た
旧
西
村
邸
は
、
町
に
寄

贈
後
、
１
９
８
５
年
よ
り
甲
佐
の

暮
ら
し
を
支
え
た
農
具
な
ど
を
展

示
す
る
民
俗
資
料
館
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
６
年
４
月
の

熊
本
地
震
に
よ
り
屋
根
の
一
部
が

崩
れ
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
一
時
、
取
り
壊
す
案
も

出
た
も
の
の
、
築
１
４
０
年
の
古

民
家
再
生
を
通
し
た
地
域
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
す
「
こ
う
さ
て
ん
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　

甲
佐
の
地
名
を
冠
す
る
こ
の
事

業
は
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場

と
し
て
、
古
民
家
に
息
づ
く
人
々

の
暮
ら
し
の
歴
史
と
現
代
に
生
き

る
人
々
を
つ
な
ぐ
、
古
く
て
新
し

い
「
こ
う
さ
て
ん
」
と
な
る
空
間

に
な
る
よ
う
に
、
と
の
思
い
が
込

め
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

住
民
と
の
対
話
を
通
し
て

利
活
用
計
画
を
作
成

　

２
０
１
７
年
度
に
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
本
町
の
魅

力
を
住
民
と
の
対
話
を
通
し
て
再

発
見
し
な
が
ら
、
旧
西
村
邸
の
未

来
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

全
10
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

べ
２
０
０
人
が
意
見
を
出
し
合
い
、

「
地
域
内
外
の
交
流
拠
点
（
泊
ま

る
）」「
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出

（
食
べ
る
）」「
移
住
定
住
促
進

（
集
う
）」
の
３
つ
を
備
え
た
改
修

プ
ラ
ン
を
設
計
し
ま
し
た
。

■ 

先
人
の
伝
統
技
術
に
触
れ
る

改
修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

２
０
１
８
年
度
よ
り
、
町
内
外

の
住
民
や
学
生
な
ど
が
参
加
し

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
改
修
を

実
施
。
現
代
で
は
珍
し
く
な
っ
た

伝
統
的
な
建
築
技
法
に
触
れ
る
貴

重
な
機
会
と
し
て
、
全
13
回
の
改

修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
の
べ

４
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
工
や
左
官
な
ど
の
職
人
が
講

師
を
務
め
、
参
加
者
は
古
民
家
に

残
る
建
築
技
術
に
つ
い
て
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
床
の
解
体
や
土
壁

づ
く
り
、
漆
喰
塗
り
な
ど
を
体
験
。

　

１
年
半
の
改
修
期
間
を
経
て
、

今
年
２
月
末
の
完
成
に
至
り
ま
し

た
。

▲プロジェクト
の詳細はこちら
をご覧ください。



Public Relations KOSA
December 2020 4

宿屋 kugurido（クグリド）

●宿泊設備
・キッチン　冷蔵庫、オーブンレンジ、炊飯器、電気ケトル、
　ＩＨコンロ、フライパン、鍋、まな板、包丁、皿、お茶碗、
　お碗、急須、湯呑み、グラスなど
・バスルーム　バスタオル、フェイスタオル、シャンプー、ト
　リートメント、ボディソープ、ボディタオル、ドライヤー、
　シェービング、綿棒、コットン、歯ブラシ、クシ
・その他
　エアコン、洗濯機、物干し竿、洗剤

●ご利用料金
　大人（中学生以上）　５５００円（１泊）
　子供（小学生以上）　３３００円（１泊）
　未就学児　　　　　　無料
　清掃費（初回のみ）　１万１０００円（１回）

●ご予約・お問い合わせ先
　 TEL 080-8450-3578　　URL https://yadoya-kugurido.com/

５
トラットリア サン ヴィート

●ランチ
　コースメニュー（前菜・パスタ・パン・デザート・コーヒー）１８００円
　午前１１時３０分～午後３時（午後２時　ラストオーダー）

●ディナー
　コースメニュー（前菜・リゾット・パスタ・デザートほか）６５００円
　午後６時～午後１０時（３日前までに要予約）

●定休日　毎週水曜日

●ご予約・お問い合わせ先　 TEL 096-285-1763  

生まれ変わった古民家で「泊まる」「味わう」

泊

食

◀インスタ
　グラムも
　チェック！
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４

❖特集・古民家交流拠点施設

NIPPONIA 甲佐  疏水の郷
●施設構成　　２棟３室（各部屋定員　大人３人）

●アクセス
・自動車
　熊本市内から約３０分、御船 I.C から約１５分
・公共交通機関
　熊本バス「甲佐」バス停から徒歩１分

●ご予約・お問い合わせ先　
　 TEL 096-234-8871   URL http://nipponiakosa.jp/

１、商店街の入り口にたたずむ古民家ホテルは夜になるとあたたかい光があふれる　２、３室ある和風の客室からは庭園を楽しめる_３、全国で21
カ所目、県内では初となる「ニッポニア」を冠した古民家再生ホテル　４、宿泊客が使える「KOSA PASS」は、町内の提携店で提示するとコーヒー
や和洋菓子などのおまけがもらえる　５、川床のような縁側は、清正公が築いた大井手川を挟んで宿泊者が地域とゆるやかにつながれる空間だ

■
空
き
家
な
ど
の
地
域
資
源
を

　
有
効
活
用
し
た
地
方
創
生
を

　

町
で
は
、
平
成
30
年
７
月
に

「
甲
佐
町
に
お
け
る
歴
史
的
資
源

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
及
び
地

方
創
生
推
進
に
関
す
る
連
携
協

定
」
を
甲
佐
町
商
工
会
（
中
村
幸

男
会
長
）
ら
６
者
と
締
結
。
地
域

資
源
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
増

加
と
地
域
活
性
化
お
よ
び
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
歴
史
的
資
源
で
地
域
活
性
化

　

11
月
14
日
（
土
）
連
携
協
定
を

結
ぶ
一
般
社
団
法
人
パ
レ
ッ
ト

（
大
滝
祐
輔
代
表
理
事
）
と
株
式

会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
（
藤
原
岳
史
代
表

取
締
役
・
兵
庫
県
）
が
整
備
し
た

古
民
家
ホ
テ
ル
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

Ｉ
Ａ
甲
佐 

疏
水
の
郷
」
が
開
業
。

築
１
３
０
年
の
古
民
家
が
街
並
み

に
溶
け
込
む
宿
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

２
棟
３
室
の
客
室
は
趣
向
を
凝

ら
し
た
作
り
で
、
縁
側
か
ら
は
大

井
手
川
の
流
れ
を
楽
し
め
ま
す
。

　

か
つ
て
加
藤
清
正
公
が
切
り
開

い
た
農
業
用
水
路
が
今
も
人
々
の

生
活
を
支
え
る
甲
佐
の
地
で
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
水
と
共
に
あ
る

暮
ら
し
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

た
な
歴
史
を
紡
い
で
い
く
―
。

　
「
疏
水
の
郷
」
の
名
に
は
、
そ

ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１

古民家の縁側で地域とゆるやかにつながる、もうひとつの宿

２

３

５

県立甲佐高校

甲佐町役場

大井手川大井手川

甲佐町立
甲佐小学校

町立甲佐小学校

古民家交流
拠点施設

443

443

熊本バス㈱
甲佐営業所
熊本バス㈱
甲佐営業所

大井手川大井手川

ＮＩＰＰＯＮＩＡ
甲佐 疏水の郷


